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Percolation Problem inan lnhomogeneous
BetheI｣attice
大阪大学 ･工学部 宮 島 佐 介
庄 司 一 郎
Homogenepus Bethe lattice(HBL)におけ.る percolatior)problem は,
Essarr Fisherによりgeneratingfunctior)が求められているので,必要な量は
計算 できる状況にあるが, inhomoger)eous Bethe lattice(IHBL)については余
り議論されていないと思 う. IHBLの作 り方はいろいろ考えられるが, とりあえず次
に述べる IHBI｣で CriticalpercolationprobabilityP｡を求めてみようo
まず,ベ-テ格子になるべき無限個の格子点が存在し,我々はそこにボンドをある確
率で置 く｡ HBI｣では,どこでも,-様な確率 pでボンドが置かれるが,ここでは,
IHBL として一つの格子点の周 りのボンドの占有率は一様 でなく･ pl,p2,･･･-･pz










Qi2- (1-pi)Qi- Pie - 0







･ Q-貢 ‡(- pi)+
(- pi)2+ 4piQl
(ー pi)2←4piQl




ここで Z- 3に限 り
p l :pZ :p3 - 1:a:b
とした とき, plc は図 1の様に得 られるo
又,クラスターの大きさ S が pc の近傍でHBLと同様に
S一 (p-pc)~1
なる形で発散することを,
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